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第 2 章　日本の政府開発援助の具体的取組 ／ 第 1 節 課題別の取組

　2030年までに中所得国になることを目指すケニアの首都ナイロビ市は、経済規模のみならず、政治的、社会的にも非常
に重要な位置を占めています。しかし、ナイロビ市では、包括的な都市計画が1973年からおよそ40年間も更新されておら
ず、都市開発の方向性が定まっていませんでした。
　1980年には80万人であったナイロビ市首都圏の人口は、その30年後の2009年には310万人となり、さらに2030年に
は520万人にまで増加すると見込まれています。こうした人口の急増に伴う交通渋滞やスラ
ムの拡大、環境悪化などの問題は長年放置され、経済活動や住民生活に著しく支障を来すほ
ど深刻になっています。今後の発展には、交通網、居住環境、廃棄物処理、そして給水などの
整備を含む様々なセクターにまたがる整合性のある都市計画を策定することが必要となりま
す。
　このプロジェクトでは、同市における2030年を目標とした都市開発マスタープランの策定
を支援しました。総勢18名のコンサルタントを派遣して、都市計画、土地利用計画、道路・都市
交通、環境管理、産業振興、電力計画、上下水道排水計画、人材育成など多岐にわたる分野
で、日本の技術と経験を活かした支援を実施しました。たとえば、交通実態調査を行い、その
結果をもとに将来の交通需要予測を行い、ナイロビ市の都市計画に反映しています。日本が
支援して策定されたマスタープランが、2030年を目標としたナイロビ市の開発に役立つもの
となり、第4次ナイロビ市都市開発計画として政府により承認されることが期待されます。

ナイロビ市役所から市内のビジネス
街を望む（写真：JICAプロジェクト
チーム）

ナイロビ都市開発マスタープラン策定プロジェクト
技術協力プロジェクト（2012年11月～2014年8月）ケニア

　人口約135万人を抱えるカンボジアの首都プノンペンでは、近年の経
済発展を背景に登録車両台数が増加し続けています。プノンペンの主要
な通路の一つである環状271号線の2011年の交通量は2000年に比
べて9.1倍となるなど、交通渋滞と交通事故発生率は悪化の一途をた
どっています。
　2000年代から日本はカンボジアに対し、市街地の道路整備や公共交
通（バス）導入計画などを骨子とする総合都市交通マスタープランの策定
や、市内の道路・橋
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整備、信号設置などを含む交差点改良に関する支
援を行ってきました。しかし、公共バスの導入は未だ実現しておらず、拡大
した都市圏からの車両の流入が増える中、有効な手立てを打つことがで
きていません。
　このような背景から、日本は、プノンペンの新たな交通事情に基づく需要予測を盛り込んだ総合都市交通マスタープラン
の更新と優先プロジェクトの提案のための技術協力を行っています。このマスタープランの策定に当たっては、4.3万人を対
象とした大がかりな交通調査を実施し、交通需要モデルを検討しました。また、初の公共交通導入の試みとして公共バスを1
か月間運行する社会実験を実施し、地元関係者や国外からも高い関心を集めました。さらに、プノンペンが主体的に取り組
めるよう、都市交通政策担当者への技術移転や能力向上も図りました。

　更新される総合都市交通マスタープランは、安全性や快適性に加え、
都市における環境の調和といった視点も取り入れています。それには、
都市鉄道やLRT（Light	Rail	Transit）※1による公共交通インフラの整備
などの中長期的な方策から、市内の駐車管理、信号交差点の交通管理
の強化など、近い将来に取り組むべき行動計画（アクションプラン）も盛
り込まれています。（2014年8月時点）

※1　	低床式車両の活用や軌道・電停の改良により乗降が容易で、定時性、速達性、快適性などの面
で優れた特徴を持つ次世代の軌道系交通システム。		 	 	 	
（国土交通省HPより	http : //www.mlit.go.jp/road/sisaku/lrt/lrt_index.html#2）

プノンペン都総合交通計画プロジェクト
開発計画調査型技術協力（2012年3月1日～実施中）カンボジア

2014年2月に実施した公共バス社会実験。プノンペン初の公
共交通導入の試みについて地元・国外からも関心を集めた
（写真：JICA調査団）

2013年8月に開催したステークホルダー会合での関係機関、
市民、有識者らとの議論（写真：JICAカンボジア事務所）
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